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生過程における Pdx1 陽性細胞の増殖ならびに Hh 系の各因子の局在を評価し，Hh 系と Pdx1 陽性
細胞の関係を評価した．  
まず，膵腺房細胞の再生過程における膵腺房細胞ならびに Pdx1 陽性細胞の増殖を，DNA 合成期
（S 期）を標識する細胞増殖マーカーである BrdU ならびに Pdx1 の免疫染色を用いて評価した．
その結果，ほとんど全ての膵腺房細胞が脱落壊死した後のアルギニン投与後 3 日目には，Pdx1 陽
性細胞からなる tubular complex の増殖が優位となり，膵腺房細胞も増殖し始める．投与後 5 日目
には膵腺房細胞の増殖がさらに優位になる一方，tubular complex の減少を認めた．投与後 14 日目
には膵腺房細胞の増殖はほとんど認めなくなり，ごくわずかに tubular complex を認めた． 
 Hh 系の各因子の局在の評価を Hh 系のレセプターである Smo，Ptch1，ならびに転写因子であ
る Gli2 の免疫染色を用いて行った．Smo や Ptch1 は，コントロール膵ではラ氏島と導管に発現を
認めたが，アルギニン投与後 3 日目と 14 日目には tubular complex にも発現を認めた．Gli2 は， 
コントロール膵ではラ氏島と導管に発現を認めた他，少数の膵腺房細胞にも発現を認めたが，アル
ギニン投与後 3 日目と 14 日目には tubular complex にも発現を認めた． 
これらの結果から膵腺房細胞の再生初期に Pdx1 陽性細胞が増殖し tubular complex を形成，そ
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